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概要

Atmel STARTはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ開発を始めるあなたを手助けします。これは使用可能で最適化された規則であなたの
組み込み応用を誂えるために、MCUを選び、ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱと例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定することを
許します。一旦これを終えると、生成したｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてAtmel Studioや他の第三者開発ﾂｰﾙで開くこ
とができます。

Atmel STARTで以下を行うことができます。

・ ｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱの両必要条件に基づくMCU選択の手助け

・ あなたの基板用の例を見つけて開発

・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ、例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定

・ 有効なPINMUX割り付けの構成設定での手助け

・ ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ設定の構成設定
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1. 序説

1.1. Atmel START、ｿﾌﾄｳｪｱ内容、IDE

本項はAVR®とSAMのﾂｰﾙ体系内の様々な部分の概要とそれらが互いにどう関連するかを与えます。

開始に際しての話題

映像: AVRとSAMのﾂｰﾙ体系概要

1.1.1. Atmel START

Atmel STARTは様々なｿﾌﾄｳｪｱ枠組みに対するｳｪﾌﾞに基づくｿﾌﾄｳｪｱ構成設定ﾂｰﾙで、これはMCU開発開始を手助けします。新規
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのどちらかからの開始でも、Atmel STARTは便利で最適化した規則で、(ASF4とAVR Codeから)あなたの
組み込み応用を仕立てるためのﾄﾞﾗｲﾊﾞやﾐﾄﾞﾙｳｪｱ(中間ｿﾌﾄｳｪｱ)のようなｿﾌﾄｳｪｱ部品を選んで構成設定することを許します。一旦最
適化されたｿﾌﾄｳｪｱ構成設定が行われると、生成されたｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてAtmel Studio 7、IAR embedded Workbench®、
Keil® µVsionを含む、あなたの選ぶIDEでそれを開くか、または単にmakefileを生成することができます。

Atmel STARTは以下を許します。

・ ｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱの両要件に基づくMCU選択を助けます。

・ あなたの基板用の例を探して開発します。

・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ、例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定します。

・ 有効なPINMUX設計の構成設定を助けます。

・ ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ設定を構成設定します。

http://alexandria.atmel.com/keyword/ATMEL.VSIDE.AVRSTUDIO.GETTINGSTARTED/redirect
https://youtu.be/8HNG8EnAjfw?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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図1-1. START、ｿﾌﾄｳｪｱ内容、IDE間の関係

探索/選択:

ﾃﾞﾊﾞｲｽ構成設定:

ｿﾌﾄｳｪｱ内容構成設定:

IDEで開発:

1.1.2. ｿﾌﾄｳｪｱ内容 (ﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱ)

高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF)

ASF(Advanced Software Framework)はお客様の設計時間を減らすために専門家によっては開発された検証済みのﾄﾞﾊﾞｲﾊﾞとｺｰﾄﾞ単
位部の豊富な組を提供します。これはﾄﾞﾗｲﾊﾞと高価値のﾐﾄﾞﾙｳｪｱを通してﾊｰﾄﾞｳｪｱに対する抽象化を提供することによってﾏｲｸﾛ ｺﾝ
ﾄﾛｰﾗの使用を簡単化します。ASFは評価、試作、製造段階に使われるように設計された無料の開放ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ ﾗｲﾌﾞﾗﾘです。

SAM製品部門を支援するASF4はASFの第4主要世代です。Cはﾒﾓﾘ量、ｺｰﾄﾞ性能を改善してAtmel STARTｳｪﾌﾞ使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと
調和するように、枠組み全体の完全な再設計と再実装になります。ASF4はAtmel STARTと共に使われなければならず、これはASF 2
と3のASFｳｨｻﾞｰﾄﾞを置き換えます。

Michochip.com: ASF製品頁

AVR® Code

AVR製品部門を支援するAVR Codeは8ﾋﾞｯﾄと16ﾋﾞｯﾄのPIC MCUを支援する創設ｻｰﾋﾞｽと等価なAVR 8ﾋﾞｯﾄMCU用の簡単なﾌｧｰﾑ
ｳｪｱ枠組みです。AVR Codeはｺｰﾄﾞ量とｺｰﾄﾞ速度だけでなく、ｺｰﾄﾞの簡潔性と信頼性に対しても最適化されています。AVR Codeは
Atmel STARTによって構成設定されます。

http://www.microchip.com/mplab/avr-support/advanced-software-framework
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1.1.3. 統合開発環境 (IDE)

IDE(Integrated Development Environment)はAtmel STARTで構成設定されてｴｸｽﾎﾟｰﾄされたﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱのようなｿﾌﾄｳｪｱ部品
に基づく応用の開発(または例応用の更なる開発)に使われます。Atmel STARTはAtmel Studio 7、IAR embedded Workbench®、
Keil® µVsion®を含むIDEの範囲を支援します。

Atmel Studio 7は全てのAVRとSAMのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ応用を開発してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための統合開発基盤(IDP:Integrated Development 
Platform)です。Atmel Studio 7 IDPはC/C++またはｱｾﾝﾌﾞﾘ言語のｺｰﾄﾞで書かれた応用を書いて構築してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための継ぎ目
がなく使い易い環境を与えます。それはAVRとSAMのﾃﾞﾊﾞｲｽを支援するﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、書き込み器、開発ｷｯﾄに対しても継ぎ目なく繋げま
す。Atmel STARTとAtmel Stuido 7間の開発体験は最適化されています。Atmel Studio 7でのAtmel STARTに基づくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの反
復的な開発は再構成設定と機能併合を通して支援されます。

このAtmel Studio 7に対する練習開始はIDEの主な機能の全てを通してあなたを導きます。これは実践を伴う映像系列として設計さ
れています。各項はその項を網羅する映像で始まります。

1.2. 即時開始と作業の流れの概要

ASF4は周辺機能ﾄﾞﾗｲﾊﾞと例応用から成るｿﾌﾄｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘです。Atmel STARTｳｪﾌﾞ頁(http://start.atmel.com)は使用者の応用で必
要とされるｿﾌﾄｳｪｱ単位部を選び、使用者の求めに従ってそれらの単位部を構成設定するのに使われます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(Exp 
ort Project)画面使用時、対応する生成したCｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを使用者のｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてAtmel Studio 7、IAR™ Embedded 
Workbench、またはKeil µVisonのような使用者が選ぶIDEにｲﾝﾎﾟｰﾄすることができます。IDEはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの変更、ｺﾝﾊﾟｲﾙ、書き込
み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使われます。

ｲﾝｽﾄｰﾙ

ASF4はAtmel STARTｳｪﾌﾞ頁(http://start.atmel.com)を使って構成設定され、構成設定された応用は、その後にzipﾌｧｲﾙとして使用
者のｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。ASF4はどの構成部分も手元にｲﾝｽﾄｰﾙする必要がありません。使用者は通常、それらのｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀにｲﾝｽﾄｰﾙされたIDEや独立型ﾂｰﾙﾁｪｰﾝを持つことを望み、故に使用者はﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲﾙ、書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをする
ことができます。

作業の流れ

作業の流れはかなり素直で、新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成(Create New Project)画面または既存例検索(Browse Existing Examples)画面のどち
らかで始めます。

既存例検索(Browse Existing Examples)画面で開始:

Atmel START例は開発に対する開始点として使われるように設計されました。従って、効率的な選別機構はそれらの必要条件に最
も近いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを見つける開発者を手助けするのに利用可能で、直ぐに使える高品質で製造準備が整ったｺｰﾄﾞをそれらに与えま
す。けれども、これらの例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはﾋﾟﾝ配置の変更(PINMUX画面)または、付加的なﾄﾞﾗｲﾊﾞやﾐﾄﾞﾙｳｪｱの追加(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計器盤(DAS 
HBOARD))によってｿﾌﾄｳｪｱ構成設定を拡張することができるため、変更することも容易です。例えば、追加計時器に対する支援追
加や、BLEｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの追加さえもです。Atmel STARTを使うﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定任意選択を理解するにはAtmel START使用者の
手引きの「構成設定画面」章をご覧ください。Atmel Studio 7(ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Atmel Start project))
から直接Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成または再構成設定することも可能です。

新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成(Create New Project)画面で開始:

この画面はｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱの両方に基づいてあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してMCUを選ぶのを手助けするように設計されました。

 1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始前に必要条件によってMCUを選別

 2. あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに構成部品を追加、例えば、周辺機能ﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱ

 3. 各構成部品を構成設定

 4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄして更なる開発のため、支援するIDEの1つにそれを追加

IDEの役割とｺｰﾄﾞ走行

一旦使用者がｿﾌﾄｳｪｱ構成設定に満足すると、そのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは開発者の選ぶIDE用のzipﾌｧｲﾙとしてｴｸｽﾎﾟｰﾄされます。これを行う
方法についての指示だけでなく、支援するIDEの一覧の提供についてもAtmel START使用者の手引きの「外部ﾂｰﾙでのAtmel STA 
RT出力の使用」をご覧ください。ASF4/Atmel STARTはどの構成部分もあなたの手元のｺﾝﾋﾟｭｰﾀにｲﾝｽﾄｰﾙする必要がありません。

IDEは最終製品に対して例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの機能を拡張するのに必要とされるｺｰﾄﾞを開発するだけでなく、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲﾙ、
書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをするのにも使われます。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした応用はｺﾝﾊﾟｲﾙの準備が整っています。ｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲﾙする上での指示に
ついてはあなたのIDE資料を参照してください。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたｺｰﾄﾞの動きは応用依存です。

・ “新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ”の構成設定は全てのﾄﾞﾗｲﾊﾞを初期化するmain()関数を生成しますが、他の操作はしません。

・ “例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ”の構成設定はもっと複雑な操作を実行するmain()関数を生成します。

関連ﾘﾝｸ 4. 構成設定画面
 6. 外部ﾂｰﾙでのAtmel START出力の使用

http://alexandria.atmel.com/keyword/ATMEL.VSIDE.AVRSTUDIO.GETTINGSTARTED/redirect
http://start.atmel.com/
http://start.atmel.com/
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2. 必要条件と互換性

2.1. 支援するｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞ

Atmel STARTはHTML5適合ﾌﾞﾗｳｻﾞで最も良く動きます。

これは以下の最新版を含みます。

・ Chrome
・ Firefox
・ Internet Explorer (11版またはそれ以上)
・ Edge
・ Opera
・ Safari

2.2. 支援するIDEとｺﾝﾊﾟｲﾗ

Atmel STARTからの出力は次のようなｿﾌﾄｳｪｱ ﾂｰﾙの組で使うことができます。

・ ｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmel START拡張を持つAtmel Studio 6.2
・ Atmel Studio 7.0またはそれ以降
・ IAR Embedded Workbench
・ Keil µVision

また、Atmel START出力は生成されたMakefileを利用してｺﾏﾝﾄﾞ行GNUｺﾝﾊﾟｲﾗで使うことができます。

Atmel STARTはｺｰﾄﾞを生成するのにCMSIS一括を使います。いくつかの有用なﾘﾝｸは次のとおりです。

・ CMSIS一括の一般情報 http://www.keil.com/pack/doc/CMSIS/Pack/html/index.html

・ Atmel Studio用ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括(DFP:Device Family Packs)はhttp://packs.download.atmel.comからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができませ
すが、Atmel Studioの一括管理部(Pack Manager)から最も良く管理されます。

・ Keilﾃﾞﾊﾞｲｽ支援、DFPに関してはAtmel下をご覧ください。http://www.keil.com/dd2

関連ﾘﾝｸ 6. 外部ﾂｰﾙでのAtmel START出力の使用

http://www.keil.com/pack/doc/CMSIS/Pack/html/index.html
http://packs.download.atmel.com/
http://www.keil.com/dd2
http://atmel-studio-doc.s3-website-us-east-1.amazonaws.com/webhelp/GUID-ECD8A826-B1DA-44FC-BE0B-5A53418A47BD-en-US-2/index.html?GUID-606EBEC1-DAEA-43DC-8E85-EE8AFC91C286
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3. 開始に際して: Atmel START
ﾌﾞﾗｳｻﾞを開いてhttp://start.atmel.comに行ってください。

3.1. 文書資料

文書の主な供給元はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始に際して(Getting Started projects)、Atmel START使用者手引き(Atmel START User Manual)
だけでなく、ASF4と基礎ｻｰﾋﾞｽ枠組み内容用の参考手引書(reference manuals)もです。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始に際して

あなたの組み込み応用を構築するため、それらを共に動くようにするのにｼｽﾃﾑの各種断片をどう使うか、例えば、Atmel Studio 7の
ようなIDEとでAtmel STARTを効率的に使う方法。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始に際してはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ使用者手引きに繋げられた映像系列や実地訓練手引きのような訓練材料を持ちます。例ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄそれ自身は度々関連する実地や映像の訓練材料の目的や最終点を表します。訓練材料はAtmel STARTとあなたのIDEが共
にどう動くかの作業の流れ概要を与えます。

・ 例検索(Browse Examples)を開き、区分(Category)引き落としﾒﾆｭｰをｸﾘｯｸし、開始に際して(Getting Started)区分を選んでくださ
い。

・ 訓練材料へのﾘﾝｸが例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ使用者手引きで見つけられ、これはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことなく、ｱｸｾｽすることができます。

・ Atmel START使用者手引き(Atmel START User Manual)をご覧ください。

START使用者手引き

・ Atmel STARTて何?

・ 即時開始と作業の流れ概要
 - ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始に際して(Getting Started projects)を使い、適切な例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを見つけて/再構成設定してください。
 - ｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱの両要件に基づいてMCUを選ぶことによって新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成(Create New Project)してください。

・ 様々なAtmel START構成設定画面の使い方
 - 計器盤 (Dashboard)
 - PINMUX
 - 事象ｼｽﾃﾑ構成設定部
 - QTouch®構成設定部

・ 以下のような様々なIDEへﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄする方法
 - Atmel Studio 7
 - IAR Embedded Workbench
 - Keil µVision
 - Makefile

・ Atmel STARTが構成設定して生成することができる内容概要とｿﾌﾄｳｪｱ
 - ASF4
 - 基礎ｻｰﾋﾞｽ

ASF4 API参考手引書

・ ASF4ｿﾌﾄｳｪｱ基本構造
・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ実装と設計慣例
・ API参照基準

AVR® ｺｰﾄﾞAPI参考手引書

・ 基礎ｻｰﾋﾞｽ ｿﾌﾄｳｪｱ基本構造
・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ実装と設計慣例
・ API参照基準

3.2. 開始に際して

Atmel START例は組み込みﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ作成者の優れた開始点です。例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは直ぐに動きますが、Atmel STARTを使うことによっ
て変更することも容易です。

例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは各互換基板とﾃﾞﾊﾞｲｽ用に誂えられ、小さなﾒﾓﾘ量で高品質で製造準備が整ったｺｰﾄﾞに帰着します。各例についてより
多くの情報を得るには利用可能な使用者手引きを読んでください。これはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことさえなしに利用可能です。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始に際してはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ使用者手引きに繋げられた映像系列や実地訓練手引きのような訓練材料を持ちます。例ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄそれ自身は度々関連する実地や映像の訓練材料の目的や最終点を表します。このｼｽﾃﾑ水準の訓練材料は、ｼｽﾃﾑの各種断
片を共にどう動かすか、即ち、あなたの組み込み応用を構築するため、Atmel Studio 7のようなIDEとでAtmel STARTをどう効率的に
使うかを示すように設計されています。

・ 例検索(Browse Examples)を開き、区分(Category)引き落としﾒﾆｭｰをｸﾘｯｸし、開始に際して(Getting Started)区分を選んでくださ
い。

http://start.atmel.com/
http://start.atmel.com/#examples
http://start.atmel.com/#examples
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・ 訓練材料へのﾘﾝｸが例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ使用者手引きで見つけられ、これはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことなく、ｱｸｾｽすることができます。

具体的に、ASF4の入門のため、感知器ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開始に際してと訓練材料が特に適切です。Atmel START頁(http://start.atmel.c 
om/)の”映像指導”のﾘﾝｸでこのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを実演する映像の系統を見つけるでしょう。この映像系統でI/O1 Xplained Pro拡張基板上
のｱﾅﾛｸﾞ光とﾃﾞｼﾞﾀﾙI2C温度の感知器を使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築しています。映像系統は実践訓練文書によって支援されます。両訓
練資料は下の方法一覧を含むASF4ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで作業する以下の重要な概念を網羅します。

方法:

・ 必要とされるﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱを追加して構成設定し、またﾋﾟﾝとｸﾛｯｸを構成設定するためのAtmel STARTの使用

・ そのﾚｼﾞｽﾀの説明の文脈に於いてﾃﾞｰﾀｼｰﾄを開くための入出力表示部(I/O View)(<F1>)のような多くの最新機能が使われるAtmel 
Studio 7にAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

・ 効率的にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ機能を構築するためにExamplesﾌｫﾙﾀﾞとAtmel_Start.cからの応用ﾚﾍﾞﾙ関数の使い方の最良の実践を学習

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を使って各開発段階を容易に確認

・ 循環的に機能性を構築するためにAtmel Studio 7からAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再構成設定

3.2.1. 開始に際して: 例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

 1. ﾌﾞﾗｳｻﾞを開いてhttp://start.atmel.comに行ってください。

 2. 例検索(BROWSE EXAMPLES)を選んでください。利用可能な全ての例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを示すｳｨﾝﾄﾞｳが開きます。

 3. 感知器開始(Getting Started Sensors)を見つけるために区分(Category)から開始(Getting Started)を選んで(または検索選別部
で”感知器(Sensors)”を入力して)ください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの概要を得るために使用者手引き(User guide)をｸﾘｯｸしてください。

助言: 例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ使用者手引きはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが何を行うかの説明、必要とされるｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ設定だけでなく、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを走
らせるための簡単な手順一覧も与えます。開始ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはそれらの使用者手引きで訓練材料や映像へのﾘﾝｸも含
みます。

 4. 例が有用であれば、例上でｸﾘｯｸし(それを青の強調表示にし)、その後にそれを開くために選んだ例を開く(OPEN SELECTED 
EXAMPLE)をｸﾘｯｸしてください。

http://start.atmel.com/
http://start.atmel.com/
http://start.atmel.com/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLtQdQmNK_0DS3K9jIyPPMc9m6Tjobtj3d
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助言: 例一覧は検索用語、区分、基板で選別することができます。

検索(Search)はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名または説明のどちらかの語で例を選別します。
区分(Category)はBLEのような鍵となる技術で例を選別します。
基板(Board)は開発ｷｯﾄ名で例を選別します。

3.2.2. 開始に際して: 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成(Create New Project)画面はｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱの両必要条件に基づいてあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してMCUを選ぶ
のを手助けするように設計されました。この例は新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをどう作成するかを記述します。

 1. ﾌﾞﾗｳｻﾞを開いてhttp://start.atmel.comに行ってください。

 2. 新規ﾌﾟｼﾞｪｸﾄ作成(CREATE NEW PROJECT)を選んでください。

下図で示されるように新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成(CREATE NEW PROJECT)画面が現れます。選別(FILTERS)部分では、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにﾐﾄﾞ
ﾙｳｪｱ(MIDDLEWARE)とﾄﾞﾗｲﾊﾞ(DRIVERS)を追加する時に、それらの必要条件に合うMCUの一覧が絞り込まれます。ｿﾌﾄｳｪｱ検
索(SEARCH FOR SOFTWARE)は全てのｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を検索し、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱとﾄﾞﾗｲﾊﾞの両方に関連する結果を表示します。ﾄﾞﾗ
ｲﾊﾞはMCU周辺機能ﾄﾞﾗｲﾊﾞと外部構成部品を支援するために書かれた構成部品ﾄﾞﾗｲﾊﾞの両方を参照します。

 3. 例えば、ｿﾌﾄｳｪｱ検索(SEARCH FOR SOFTWARE)ﾊﾞｰで”WiFi”を入力して検索によって見つかるWi-Fiﾐﾄﾞﾙｳｪｱ上をｸﾘｯｸす
ることにより、より多くの情報(MORE INFORMATION)下で選んだｿﾌﾄｳｪｱ構成部品の説明を見ます。ここで、これがSPI/USAR 
Tｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してATWINC1500網制御器SoCを支援するﾗｲﾌﾞﾗﾘであることを知ることができます。

http://start.atmel.com/
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 4. Wi-Fiﾐﾄﾞﾙｳｪｱ数を1に増やすと、今やﾃﾞﾊﾞｲｽを選別し、それらのMCUとATWINC1500 Wi-Fi SoCで動くことができる基板だけを
示します。どのｷｯﾄがWi-Fi拡張を支援するかを知るには、結果(RESULTS)ｳｨﾝﾄﾞｳで基板のみ表示(Show only boards)をﾁｪｯｸして
ください。下の画像はこの段階の結果を示します。新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成(CREATE NEW PROJECT)をｸﾘｯｸしてください。

Atmel STARTでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されたら、下で示されるように計器盤(DASHBOARD)ﾀﾌﾞを開いてください。ATWINC1500単位
部用Wi-Fiﾐﾄﾞﾙｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘが既に関連するﾄﾞﾗｲﾊﾞ依存性と共にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへ追加されていること注目してください。Wi-Fiﾐﾄﾞﾙｳｪｱ
のより多くの情報については使用者手引き(User Guide)をｸﾘｯｸしてください。ここでATWINC1500に対する主なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考
基準のATWINC1500ｿﾌﾄｳｪｱ設計の手引きへのﾘﾝｸを見つけるでしょう。
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注: SAM L21 Xplained Pro基板を選ぶと、ﾃﾞﾊﾞｲｽとしてそれ
に実装されるATSAML21J18B(TQFP64)を自動的に選ぶ
ことを確認することができます。

 5. 次に、ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸして”ADC”を検索してください。その後、一覧からADCﾄﾞﾗｲﾊﾞ(AD 
C driver)を選んで構成部品追加(Add component(s))をｸﾘｯｸしてください。
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 6. ADCﾄﾞﾗｲﾊﾞやWi-Fiﾐﾄﾞﾙｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘが今やﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ計器盤に追加されます。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ(Driver)引き落としﾒﾆｭｰはﾄﾞﾗｲﾊﾞ形式を選
ぶことができます。ADC非同期(ADC_Async)任意選択をｸﾘｯｸしてください。

 7. 使用者手引き(User guide)でのｸﾘｯｸは下で示されるように今やADC_Async API参照基準の文脈に於いてASF4 API参照基準手
引書のHTML版を開きます。
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3.3. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品の追加と構成設定の方法

3.3.1. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加

 1. Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで計器盤(DASHBOARD)を選んでｿﾌﾄｳｪｱ構
成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。

 2. “選別(Filter)”領域でUSARTを入力することによってUSARTﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加し、その後に+符号をｸﾘｯｸ、または行上をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸす
ることによってそれをあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加してください。

助言: それをﾄﾞﾗｲﾊﾞ(Driver)一覧で探すこともできます。

次のように選択構成部品(SELECTED COMPONENTS)表示部で表示されたそれを得るでしょう。

 3. 今や構成部品追加(Add component(s))釦をｸﾘｯｸすることによってUSARTﾄﾞﾗｲﾊﾞの追加を完了することができます。それでUSART
ﾄﾞﾗｲﾊﾞが応用に追加されます。

3.3.2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品の構成設定方法

ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成後に計器盤(DASHBOARD)から追加や削除をすることができます。

ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を構成設定するには計器盤(DASHBOARD)ﾀﾌﾞで私のｿﾌﾄｳｪｱ構成部品(MY SOFTWARE COMPONENTS)へ行っ
てください。構成部品上に(ﾏｳｽを)浮かせることで他のｿﾌﾄｳｪｱ構成部品に対する依存性の表示を与えます。構成部品のｸﾘｯｸはその
ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品のｴﾃﾞｨﾀを開きます。ここでは以下を行うことができます。

・ 構成部品の削除と改名

・ 利用可能な場合に使用者手引きを開く

・ 利用可能な場合にﾄﾞﾗｲﾊﾞ、動作形態、実体の選択

・ (利用可能な場合の)信号の選択と他の構成部品とで有り得る衝突の解決

・ 選んだｿﾌﾄｳｪｱ構成部品に対するﾊﾟﾗﾒｰﾀ指定の構成設定

基本的な構成設定は、どの周辺機能の実装でも、例えば、全てのADCﾊｰﾄﾞｳｪｱ周辺機能やUSARTﾊｰﾄﾞｳｪｱ周辺機能に対して共通
する利用可能な共通機能やﾊﾟﾗﾒｰﾀです。

基本動作: 領域名、引き落とし任意選択、ﾏｳｽ浮かし文章を使い、組み込み開発者は適切な構成設定を直感的に選ぶことができる
べきです。

高度な構成設定はﾊｰﾄﾞｳｪｱ特有構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀを固有機能や区別された機能で表します。この機能を使うことはｺｰﾄﾞを違う基本
構造に移すのにより多くの作業が必要されるかもしれないことを意味します。Microchip M0+のような共通MCU基盤では、例え高度な
構成設定でもD21とL21間で移植することができます。
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3.4. 構成設定の保存と復元

計器盤(DASHBOARD)から構成設定保存(Save Configuration)をｸﾘｯｸすることによってあなたの構成設定を保存することができます。
ここでは構成設定ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができ、これは入口頁でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ復元任意選択を使うことによってｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞすることがで
きます。構成設定ﾌｧｲﾙは生成されてﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされる全てが一括で含まれます。同じ復元任意選択を使うことによって一括全体をｱｯ
ﾌﾟﾛｰﾄﾞすることもできます。

 1. 新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してそれを構成設定してください。

 2. 構成設定保存(Save Configuration)へ行ってください。ﾌｧｲﾙに適切な名前を与えて構成設定ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(Download Configuration)
をｸﾘｯｸしてください。

後の段階で、再構成設定を望む時は次のとおりです。

 1. Atmel START入口頁へ行ってください。

 2. 入口頁の既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ読み込み(Load Existing Project)部分でﾌｧｲﾙからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ読み込み(Ｌoad Project From File)釦をｸﾘｯｸ
してください。

 3. 検索(Browse)をｸﾘｯｸして保存したあなたの構成設定を選んでください。選んだﾌｧｲﾙを開く(Open Selected File)をｸﾘｯｸしてくださ
い。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが今や読み込まれ、(以前に)止めた所からまた始めることができます。
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4. 構成設定画面
Atmel STARTはあなたの設計の様々な側面を準備するために柔軟な多数の構成設定画面を提供します。

・ PINMUX構成設定部: PINMUX構成設定部は割り当てられたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾋﾟﾝの概要だけでなく、GPIOﾋﾟﾝ構成設定も提供します。

・ ｸﾛｯｸ構成設定部: ｸﾛｯｸ体系は発振器と各種形式の供給元から成ります。ｸﾛｯｸ構成設定を使うことにより、各供給元と発振器を構
成設定し、前置分周器を設定して計算された出力周波数を見ることができます。

・ 事象ｼｽﾃﾑ構成設定部: 事象ｼｽﾃﾑ構成設定部は事象発生部、ﾁｬﾈﾙ、事象使用部を接続するための簡単なﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ機能を
提供します。

・ QTouch構成設定部: QTouch構成部機能はQTouch釦の構成設定のために今やAtmel STARTに持ち込まれています。摺動子と
輪がまもなく利用可能です。

4.1. ｸﾛｯｸ構成設定部

ｸﾛｯｸ体系は発振器と各種形式の供給元から成ります。ｸﾛｯｸ構成設定を使うことにより、各供給元と発振器を構成設定し、前置分周
器を設定して計算された出力周波数を見ることができます。

表示部は選んだ構成部品に対する正しいｸﾛｯｸ元も選ばせます。

・ 発振器(OSCILLATORS)部分は選んだﾃﾞﾊﾞｲｽに対して利用可能な発振器を表示します。殆どのｸﾛｯｸ元は固定周波数を持ち、一
方でその他は直接か、または依存する入力信号を選ぶことによってのどちらかが指定されるかもしれません。発振器ﾊﾟﾗﾒｰﾀを構成
設定するには(歯車ｱｲｺﾝで)設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

・ 供給元(SOURCE)部分は入力信号を選び、利用可能ならば逓倍器や分周器を変更することによってｸﾛｯｸ周波数を構成設定させ
ます。

・ 構成部品(COMPONENTS)部分は構成設定に追加される単位部実体を一覧にします。この表は入力信号を選んで結果の周波数
を見ることを許します。

・ 禁止されたｸﾛｯｸからの接続は点線を使うことによって表示されます。

全てのﾃﾞﾊﾞｲｽが供給元を許可/禁止するﾁｪｯｸ枠を持っている訳ではありません。これらは(歯車ｱｲｺﾝで)設定(Settings)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを呼
び出すことによって設定されなければなりません。ﾁｪｯｸ枠のない発振器は常に許可されます。

ｸﾛｯｸ構成設定部の使い方

・ 既定構成設定が提供されます。殆どの構成部品は一般ｸﾛｯｸ生成器0を使います。

・ 枠間のﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ、または望む入力を選ぶために設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開くことによって接続を設定します。

・ 各枠の歯車ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸすることによって設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを呼び出します。

・ 枠をｸﾘｯｸすることによって個別ｸﾛｯｸ経路を表示します。

・ 禁止ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸすることによって禁止されたｸﾛｯｸとｸﾛｯｸ経路を許可します。ｱｲｺﾝのﾂｰﾙﾁｯﾌﾟ(ﾏｳｽ浮かし助言)はより多くの情報
を提供します。

・ 全てのｸﾛｯｸ設定をﾘｾｯﾄします。
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許可と禁止

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成時、発振器の多くは初めに禁止されています。これらは左下角で空のﾁｪｯｸ枠を持ちます。禁止された発振器を使う供
給元と構成部品は警告標示を持ちます。供給元を許可または禁止するには、利用可能ならばﾁｪｯｸ枠を使うか、または設定ﾒﾆｭｰを
開いて適切なﾊﾟﾗﾒｰﾀをﾁｪｯｸしてください。

発振器供給元入力

いくつかの発振器は入力として供給元生成器を持つかもしれません。こ
れらは周波数が定義された制限外の場合に警告を表示します。供給元
と提供する周波数を示すﾂｰﾙﾁｯﾌﾟを表示するには文章上に(ﾏｳｽを)浮
かせてください。警告は、巡回依存性を作る、発振器が同じ発振器の入
力である供給元への入力の場合にも表示されます。

複数ｸﾛｯｸ

いくつかの構成部品は複数のｸﾛｯｸを持ちます。これがその場合な
ら、ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟに使われるｸﾛｯｸはより暗いﾌｫﾝﾄを持ちます。切り
替えるにはﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟで使われるべきｸﾛｯｸの名前をｸﾘｯｸしてく
ださい。

構成部品ｸﾛｯｸ元選択

ｸﾛｯｸ元は右のように構成部品設定(COMPONENT S 
ETTINGS)で設定することができます。

ｸﾛｯｸ元は次のように構成部品ｴﾃﾞｨﾀで選ぶこともできます。
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ｸﾛｯｸ設定

発振器と供給元の設定(CLOCK SETTINGS)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞは選ばれた項目によって定義される設定を表示します。ﾂｰﾙﾁｯﾌﾟは任意選択
での手助けを提供します。任意選択の編集を許可するには上部角の”Enable(許可)”ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸしてください。

4.2. 事象ｼｽﾃﾑ構成設定部

事象ｼｽﾃﾑは直接の周辺機能間通信と合図を許します。事象ｼｽﾃﾑは発生部、ﾁｬﾈﾙ、使用部から成ります。周辺機能の状態での変
化が事象として参照されます。

(供給元と言われる)1つの周辺機能で起こる事象は違う周辺機能(行き先)で別の事象を起動するのに使うことができます。用語の発
生部は供給元周辺機能の事象を示し、用語の使用部は行き先周辺機能の事象を示します。発生部と使用部は事象ﾁｬﾈﾙ経由で接
続されます。ﾁｬﾈﾙ部分は特定の事象発生部供給元に対して利用可能なﾁｬﾈﾙを構成設定することができます。

同期と非同期の2つの事象ﾁｬﾈﾙの形式があります。非同期事象制御は出力を直接修飾するための事象入力を許します。事象ﾁｬﾈ
ﾙのより多くの詳細についてはﾊｰﾄﾞｳｪｱ手引書を参照してください。この資料は同期ﾁｬﾈﾙを通してADC変換(事象使用部)を起動す
る計時器事象(事象発生部)の例で事象ｼｽﾃﾑを説明します。
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4.2.1. 概念と原則

代表的な例はADC変換を開始するための計時器(溢れまたは比較一致)事象を持つことです。この例では計時器(TCA)が供給元で
ADCが作動部分です。両方は事象ﾁｬﾈﾙ経由で接続されます。

 1. ATtiny817を使って新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. 事象ｼｽﾃﾑ ﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。画面の左側に事象(E 
VENTS)と名付けられたﾀﾌﾞが現れます。

 3. 事象(EVENTS)ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてください。既定によってｼｽﾃﾑﾄﾞﾗｲﾊﾞからﾎﾟｰﾄ(Port)とﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)のような発生部(GEN 
ERATORS)と使用部(USERS)が現れます。
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4.2.2. 計時器溢れ事象でADC変換開始

この例では前に事象ｼｽﾃﾑ ﾄﾞﾗｲﾊﾞだけが選ばれたと仮定されます。

 1. 計時器ﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。発生部と使用部としてTC 
A0が追加されます。溢れ事象は発生部として一覧にされます。

 2. ADCﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。

ADCが使用部として追加されます。
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 3. TCA事象発生部(溢れ)を非同期事象ﾁｬﾈﾙ0へ引き摺ることによって開始し、その後にこの事象ﾁｬﾈﾙをADCに引き摺ってみてく
ださい。これはADCに対して未だ許可されたSTARTEI(開始事象入力許可)を持たないために動きません。ADC構成設定歯車を
ｸﾘｯｸし、その後に”STARTEI”をﾁｪｯｸして閉じてください。今や特定事象使用部として”事象での変換起動(Trigger Conversion 
on Event)”がADC0に存在するのを見るでしょう。今や事象ﾁｬﾈﾙをこの事象に引き摺ることができます(注:ADC0は特定事象使用
部が許されていない時に灰色表示にされるべきです)。

 4. 次に、TCA事象をADCと接続します。: ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀA0溢れ(Timer/Conter A0 overflow)をｸﾘｯｸして同期事象ﾁｬﾈﾙ0(Synchronous 
Event Channel 0)ﾁｬﾈﾙに引き摺ってください。ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟの間、支援されるﾁｬﾈﾙだけが強調表示されます。接続はTCAと事
象ﾁｬﾈﾙ間に作られます。
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 5. 同期事象ﾁｬﾈﾙ0(Synchronous Event Channel 0)をｸﾘｯｸしてADC0に引き摺ってください。接続は事象ﾁｬﾈﾙと事象での変換起動
(Trigger Conversion On Event)間に作られます。

これは以下のｺｰﾄﾞに帰着します。

 EVSYS.ASYNCUSER1 = EVSYS_ASYNCUSER1_SYNCCH0_gc /* 同期事象ﾁｬﾈﾙ0 */ ;
 EVSYS.SYNCCH0 = EVSYS_SYNCCH0_TCA0_OVF_LUNF_gc /* ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀA0溢れ */;

事象入力はadc.cで許可されます。

 ADC0.EVCTRL = 1 << ADC_STARTEI_bp /* 開始事象入力許可: 許可 */; 

4.2.3. 事象ｼｽﾃﾑ構成設定部

事象ｼｽﾃﾑは直接の周辺機能間通信と合図を許します。事象ｼｽﾃﾑは発生部、ﾁｬﾈﾙ、使用部から成ります。周辺機能の状態での変
化が事象として参照されます。

(供給元と言われる)1つの周辺機能で起こる事象は違う周辺機能(行き先)で別の事象を起動するのに使うことができます。用語の発
生部は供給元周辺機能の事象を示し、用語の使用部は行き先周辺機能の事象を示します。発生部と使用部は事象ﾁｬﾈﾙ経由で接
続されます。ﾁｬﾈﾙ部分は特定の事象発生部供給元に対して利用可能なﾁｬﾈﾙを構成設定することができます。

同期と非同期の2つの事象ﾁｬﾈﾙの形式があります。非同期事象制御は出力を直接修飾するための事象入力を許します。事象ﾁｬﾈ
ﾙのより多くの詳細についてはﾊｰﾄﾞｳｪｱ手引書を参照してください。この資料は同期ﾁｬﾈﾙを通してADC変換(事象使用部)を起動す
る計時器事象(事象発生部)の例で事象ｼｽﾃﾑを説明します。

4.2.3.1. 事象ｼｽﾃﾑ構成設定部の使い方

代表的な例はADC変換を開始するための計時器(溢れまたは比較一致)事象を持つことです。この例では計時器(TCA)が供給元で
ADCが作動部分です。両方は事象ﾁｬﾈﾙ経由で接続されます。

 1. ATtiny817を使って新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. 事象ｼｽﾃﾑ ﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。画面の左側に事象(E 
VENTS)と名付けられたﾀﾌﾞが現れます。
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 3. 事象(EVENTS)ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてください。既定によってｼｽﾃﾑﾄﾞﾗｲﾊﾞからﾎﾟｰﾄ(Port)とﾎﾟｰﾄ多重器(PORTMUX)のような発生部(GEN 
ERATORS)と使用部(USERS)が現れます。

4.2.3.2. 計時器溢れ事象でADC変換開始

この例では前に事象ｼｽﾃﾑ ﾄﾞﾗｲﾊﾞだけが選ばれたと仮定されます。

 1. 計時器ﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。発生部と使用部としてTC 
A0が追加されます。溢れ事象は発生部として一覧にされます。
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 2. ADCﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。

ADCが使用部として追加されます。

 3. TCA事象発生部(溢れ)を非同期事象ﾁｬﾈﾙ0へ引き摺ることによって開始し、その後にこの事象ﾁｬﾈﾙをADCに引き摺ってみてく
ださい。これはADCに対して未だ許可されたSATRTEI(開始事象入力許可)を持たないために動きません。ADC構成設定歯車を
ｸﾘｯｸし、その後に”SATRTEI”をﾁｪｯｸして閉じてください。今や特定事象使用部として”事象での変換起動(Trigger Conversion 
on Event)”がADC0に存在するのを見るでしょう。今や事象ﾁｬﾈﾙをこの事象に引き摺ることができます(注:ADC0は特定事象使用
部が許されていない時に灰色表示にされるべきです)。
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 4. 次に、TCA事象をADCと接続します。: ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀA0溢れ(Timer/Conter A0 overflow)をｸﾘｯｸして同期事象ﾁｬﾈﾙ0(Synchronous 
Event Channel 0)ﾁｬﾈﾙに引き摺ってください。ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟの間、支援されるﾁｬﾈﾙだけが強調表示されます。接続はTCAと事
象ﾁｬﾈﾙ間に作られます。

 5. 同期事象ﾁｬﾈﾙ0(Synchronous Event Channel 0)をｸﾘｯｸしてADC0に引き摺ってください。接続は事象ﾁｬﾈﾙと事象での変換起動
(Trigger Conversion On Event)間に作られます。

これは以下のｺｰﾄﾞに帰着します。

 EVSYS.ASYNCUSER1 = EVSYS_ASYNCUSER1_SYNCCH0_gc /* 同期事象ﾁｬﾈﾙ0 */ ;
 EVSYS.SYNCCH0 = EVSYS_SYNCCH0_TCA0_OVF_LUNF_gc /* ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀA0溢れ */;

事象入力はadc.cで許可されます。

 ADC0.EVCTRL = 1 << ADC_STARTEI_bp /* 開始事象入力許可: 許可 */;
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4.3. Atmel START QTouch®容量性感知ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

周辺機能接触制御器(PTC:Peripheral Touch Controller)は1～256ﾁｬﾈﾙの自律的感知を支援する容量性接触感知単位部です。PT 
Cは同じ応用で自己と相互の両容量性感知設計を支援し、これはｼｽﾃﾑ設計者に大きな柔軟性を提供します。自律動作のため、例
え多数ｷｰの設計でも、PTCは非常に小さな資源と電力しか使いません。

鍵となる特徴

・ 釦、摺動子、輪を支援。外囲器に依存して256接触ﾁｬﾈﾙまで。
・ 同時に外部部品が必要とされなくても、相互と自己の容量性接触を支援
・ 自己校正、調整不要
・ 低CPU負荷用自律的動作
・ 非常に低い電力消費
・ 厳しい緩衝での動作に対する素晴らしい伝導耐性(CI:Conducted Immunity)
・ 組み込み耐水性支援
・ 表面ﾃﾞｰﾀのﾃﾞｰﾀ流し
・ 塊と低電力を支援

QTouch®ﾗｲﾌﾞﾗﾘは周辺機能接触制御器を持つAVR®とSAMのﾃﾞﾊﾞｲｽを使って接触応用を開発するための著作権使用料無料のｿﾌﾄ
ｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘです。QTouch構成設定部はAtmel STARTに基づく接触例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築部で、同時にﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が
感知器ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾃﾞｰﾀを可視化してQTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定の調整を許します。この指導の以降の頁はQTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘ接触例ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄで作業する時にQTouch構成設定部とﾃﾞｰﾀ可視器ﾂｰﾙを使うことが必要とされる手順を網羅します。

4.3.1. QTouch®構成設定部

QTouch構成設定部は標準評価基盤用のQTouchﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするためだけでなく、使用者独自基板用のQTouchﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
を生成するための任意選択も提供します。

・ 使用者基板接触ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを生成する手順

・ 2D接触表面と手ぶりのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを生成する手順

・ Microchip基板ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする手順

4.4. PINMUX構成設定部

PINMUX構成設定部は構成設定される全てのﾋﾟﾝの概要を表します。

図4-1. PINMUX構成設定部

1. ﾋﾟﾝ割り当て 2. ﾃﾞﾊﾞｲｽ配置 3. ﾋﾟﾝ詳細ｴﾃﾞｨﾀ

http://microchipdeveloper.com/touch:generate-qtouch-configurator-touch-project
http://microchipdeveloper.com/touch:generate-qtouch-surface-gesture-project
http://microchipdeveloper.com/touch:generate-atmel-board-touch-project
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ﾋﾟﾝ割り当て(Pin Assignment)表では以下を行うことができます。

・ ﾋﾟﾝ番号、ﾊﾟｯﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品、動作形態、信号の一覧

・ 並び順を変更するために列先頭部をｸﾘｯｸ

・ 先頭部をｸﾘｯｸして列を選ぶことによる列の追加

・ 行をｸﾘｯｸすることによってﾋﾟﾝを選択、ｸﾘｯｸ時に<Shift>または<Ctrl>のｷｰを押さえるこによってより多くを選択

ﾃﾞﾊﾞｲｽ配置(Device Layout)では以下を行うことができます。

・ ﾋﾟﾝ割り当て表で対応するﾊﾟｯﾄﾞを強調表示するためにﾋﾟﾝ上に(ﾏｳｽを)浮かす

・ ﾋﾟﾝ割り当て表での編集用に対応するﾊﾟｯﾄﾞを開くのためにﾋﾟﾝをｸﾘｯｸ

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽに対するｳｪﾌﾞに基づく情報をｱｸｾｽするためにﾃﾞﾊﾞｲｽの中央をｸﾘｯｸ

ﾋﾟﾝ詳細ｴﾃﾞｨﾀ(Pin Details Editor)はGPIOﾋﾟﾝに対して特性を設定するのに使われます。ﾋﾟﾝ割り当て表で1つ以上のﾋﾟﾝを選択する
と、画面の下部でﾋﾟﾝ詳細ｴﾃﾞｨﾀが開きます。ここで使用者標識を割り当て、ﾋﾟﾝ動作形態を選び、選んだﾋﾟﾝの動作形態を構成設定
することができます。

助言: 一覧でｸﾘｯｸする間に<Shift+Ctrl>ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｷｰを押すことによって一度に複数ﾋﾟﾝを選択することができます。これは一度
で複数ﾋﾟﾝを構成設定することを許します。

選択したﾋﾟﾝが違う形式の場合、それらは同じﾋﾟﾝ動作形態を支援しないかもしれません。選択したﾋﾟﾝに対して共通の
設定だけを構成設定することができます。

4.5. CCL構成設定部

構成設定可能な注文論理回路(CCL:Configurable Custiom Logic)はﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾋﾟﾝ、事象、または他の内部周辺機能に接続することが
できる設定可能な論理回路周辺機能です。これはPCB上の簡単な接続論理回路機能用の論理回路ｹﾞｰﾄを省き、論理回路動作は
CPUの介入なしに設定可能な参照表(LUT:Lookup Table)と順次論理回路を使って実行することができます。

各LUTは個別に構成設定可能な3つの入力と真理値表、加えて任意選択の濾波器、同期部、端検出器から成ります。入力は入出
力ﾋﾟﾝ、内部帰還、周辺機能、または事象ｼｽﾃﾑからの事象のどれかにすることができます。各LUTは3つの入力から使用者設定可能
な論理式として出力を生成することができます。2つの隣接するLUTは順次論理回路部に接続され、単位部を形成します。任意選択
の順次論理回路はJKﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟ、RSﾗｯﾁ、Dﾗｯﾁ、または門付きDﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟのような複雑な波形生成を許すことができます。出力
は入出力ﾋﾟﾝ、周辺機能、事象ｼｽﾃﾑ、または対応する単位部への帰還として配線することができます。

CCL構成設定部はCCL単位部の図画的な末端間構成設定を支援します。

4.5.1. CCL構成設定部の使い方

以下の応用はCCLへの入力としての内部周辺機能と入出力ﾋﾟﾝの使用を実演します。CCLは入力に基づく出力を生成するのにLUT
と順次単位部を使います。下の例応用は低照度状態での動きを検出してﾋﾟﾝに出力信号を提供します。信号は信号をOFFに切り替
えるためにｽｨｯﾁが押されるまでそのﾋﾟﾝで利用可能です。

 1. ATtiny817を使って新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてﾃﾞｼﾞﾀﾙ接続論理回路ﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加してください。一旦ﾃﾞｼﾞﾀﾙ接続
論理回路ﾄﾞﾗｲﾊﾞ(Digital Glue Logic driver)が追加されると、画面の左側にCCLと名付けられたﾀﾌﾞが現れます。
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 3. 再びｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてACと事象ｼｽﾃﾑのﾄﾞﾗｲﾊﾞを追加してください。

 4. それの入力に基づいて望む(明るいまたは暗い)出力を提供するようにｱﾅﾛｸﾞ比較器単位部を構成設定してください。

 5. それの入力に基づいて望む(検出した動き)出力を提供するように事象ｼｽﾃﾑ(EVSYS)単位部を構成設定してください。

 6. CCLﾀﾌﾞへ行って最初のLUT(LUT0)を許可してください。AC0 OUT入力供給元(ACO OUT input source)をLUT0の最初の入力
(A)にﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟしてください。その後にLUT0事象0(LUT0 Event 0)をLUT0の2つ目の入力(B)にﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟしてください。3
つ目の入力は切断されたままにしてください。

下図に於いて真理値表の行と列が選んだ入力に基づいて更新され、無効な行は禁止されます。
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 7. 以下の方法の1つによって真理値表を構成設定することができます。

 7.1. 予め定義された論理回路ｹﾞｰﾄ型(AND, NAND, OR, NOR, XOR, XNOR)の1つを選択

 7.2. 式を入力

ANDは’*’を使って表現されます。演算子が指定されない場合は(*)が仮定されます。

ORは’+’を使って表現されます。

XORは’^’を使って表現されます。

NOTは’!’を使って表現されます。

NANDは式 - !(a*b)を使うことによって表現されます。演算子が指定されない場合、NAND !(*)が仮定されます。

NORは式 - !(a+b)を使うことによって表現されます。

XNORは式 - !(a^b)を使うことによって表現されます。

複雑な組み合わせの論理回路は上で一覧にされた演算子を伴う式を使って作成することができます。式の部分を群にする
ことによって演算子の優先順位を制御するのに括弧を使うことができます。例えば、a+((b^c*(!c)

 7.3. 真理値論理回路に値を入力

真理値表の値(VALUE)列は個別ﾋﾞｯﾄを設定することが許されます。

7.2.と7.3.の任意選択を使うためにｹﾞｰﾄ型(Gate Type)で”独自(Custom)”が選ばれるべきです。真理値表は選んだ任意選択
に基づいて自動的に更新されます。

ここで考察されている例に基づき、”LUT0出力”は”低照度状態での動き”を表します。これを構成設定するために、下図で示され
るように引き落とし枠からANDｹﾞｰﾄを選んでください。真理値表がANDｹﾞｰﾄを反映するように更新されることに留意してください。

 8. PINMUX表示部を使ってPC3ﾋﾟﾝをﾃﾞｼﾞﾀﾙ入力として構成設定してください。

 9. 2つ目のLUT(LUT1)を選んで許可してPC3を”LUT1”の最初の入力(A)にﾄﾞﾗｯﾌﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟしてください。PC3の信号は逐次回路へ
与えるように”LUT1出力”を利用可能にされるべきです。ｹﾞｰﾄ型(Gate Type)引き落とし一覧で”独自(Custom)”を選び、真理値論
理回路(Truth Logic)下の値(Value)任意選択を選んでください。真理値表格子内の値を交互切り替えするか、または次図で示さ
れるように値(Value)領域に直接的に値を入力してください。
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10. JKﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟを選んでください。”LUT0出力”がJ入力に配線され、”LUT1出力”がK入力に配線されます。

構成設定部はこれらの接続を示すために自動的に更新されます。

JKﾌﾘｯﾌﾟﾌﾛｯﾌﾟの出力をPB4ﾋﾟﾝへ出力先変更してください。

低照度状況下で動きが検出される時は必ずPB4で論理1(High)が利用可能で、この信号はｽｨｯﾁ(PC3)が押されるまでPB4で利用
可能に留められます。
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5. TrustZone支援

TrustZoneﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ARMv8-M技術用TrustZoneはMicrochip SAM L11ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗで許され、MCUﾃﾞﾊﾞｲｽでの信頼される資源と信頼されない資源間
のﾊｰﾄﾞｳｪｱ強制された隔離を提供します。

TrustZone管理部構成部品はCortex-M23ｺｱに基づくSAM L11 MCUの広域的なTrustZone設定を構成設定する方法を提供しま
す。

ARMv8-Mに基づくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄには次のように2つのTrustZone形式があります。

・ 安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Secure project): 全域的なTrustZone設定へのｱｸｾｽを得るためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにTrustZone管理部構成部品が追加さ
れなければなりません。

・ 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Non-Secure project): 安全でないﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはTrustZone全域設定に対して安全なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに依存するため、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄにTrustZone管理部構成部品を追加しないでください。

5.1. 安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成

 1. SAM L11ﾃﾞﾊﾞｲｽで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. TrustZone管理部ﾐﾄﾞﾙｳｪｱを追加するためにｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add software component)をｸﾘｯｸしてください。

 3. 一旦ﾐﾄﾞﾙｳｪｱが追加されると、計器盤(DASHBOARD)へ行ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成部品を選んでください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成部品下にAtm 
el Studio用ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ設定(TOOLCHAIN SETTINGS)が表示されます。IARとKeil用のﾂｰﾙﾁｪｰﾝ設定はこのUIで提供されず、使
用者は各々のIDEでそれらの設定を手動で選ぶことが必要です。
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 4. ｺﾝﾊﾟｲﾗその他のﾌﾗｸﾞ(Miscellaneous Other Flags)は’-std=gnu99 -mcmse’設定を入れられます。’-mcmse’ﾌﾗｸﾞはCMSE安全実
行可能ﾌｧｲﾙ作成をｺﾝﾊﾟｲﾗに許可するのに使われます。

 5. ﾘﾝｶその他のﾌﾗｸﾞ(Miscellaneous Linker Flags)は’-Wl,--out-implib=libsecure_gateway_veneer.lib -Wl,--cmse-implib’設定を入
れられます。’-Wl,--cmse-implib’はｲﾝﾎﾟｰﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘで安全交換部被覆層(Secure gateway veneer)とｼﾝﾎﾞﾙの生成用です。安全
交換部ﾗｲﾌﾞﾗﾘの生成を望まない場合、この設定を削除して文書枠を空に保ってください。

 6. TrustZone管理部ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで各種ﾒﾓﾘの安全と非安全の大きさ、または周辺機能の安全性属性のような
設定を構成設定してください。

 7. これらの設定についてより多くを知るには各設定近くの疑問符上に(ﾏｳｽを)浮かせてください。

 8. 安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは上の構成設定に基づいて2つのﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ ﾌｧｲﾙを作成し、1つは安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使うためで、他は後で作成さ
れる非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使うため用です。
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5.2. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成

 1. TrustZone管理部ﾐﾄﾞﾙｳｪｱを追加せずにSAM L11ﾃﾞﾊﾞｲｽを使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してﾂｰﾙ
ﾁｪｰﾝ設定は表示されません。

5.3. Atmel Studioでの安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. 「6.1.2. Atmel StudioにAtmel START出力をｲﾝﾎﾟｰﾄする手順」で記述される手順を使ってAtmel Studio IDEに安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのAT 
ZIPをｲﾝﾎﾟｰﾄしてください。

 2. 解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を右ｸﾘｯｸすることによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Project Properties)へ行ってﾂｰ
ﾁｪｰﾝ(Toolchain)を選んでください。ｺﾝﾊﾟｲﾗ構成設定(ARM/GNU Compiler)下でその他設定(Miscellaneous)へ行ってSTARTか
らのｺﾝﾊﾟｲﾗ設定が更新されているのを見てください。

 3. ﾘﾝｶ構成設定(ARM/GNU Linker)下でその他設定(Miscellaneous)へ行って安全なﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ ﾊﾟｽと共にSTARTからのﾘﾝｶ構成
設定が更新されているのを見てください。
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5.4. Atmel Studioでの非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは新しい解決策(Solution)を作成するか、または存在するならば安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ解決策にそれを直接ｲﾝﾎﾟｰﾄする
かのどちらかによってｲﾝﾎﾟｰﾄすることができます。

 2. 安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ解決策に直接ｲﾝﾎﾟｰﾄするには、「6.1.2. Atmel StudioにAtmel START出力をｲﾝﾎﾟｰﾄする手順」で記述されるように
安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ解決策を開いて解決策に非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄしてください。

 3. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをAtmel Studioにｲﾝﾎﾟｰﾄしている間に使用者はｲﾝﾎﾟｰﾄ処理を完了するために被覆層(Veneer)ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ、安
全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｴｸｽﾎﾟｰﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ、ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ ﾌｧｲﾙを検索することを求められます。予めｺﾝﾊﾟｲﾙされた安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからこれらの
ﾌｧｲﾙを得ることができます。

 4. ﾌｧｲﾙ選択中に使用者は以下の2つの任意選択を持ちます

- ﾘﾝｸとして追加: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにﾌｧｲﾙを複写する代わりにﾌｧｲﾙが検索されたﾊﾟｽへのﾘﾝｸを追加します。普通、単一の解決策に安
全と非安全の両ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを組み込む場合に選ばれます。

- ﾌｧｲﾙとして追加: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにﾌｧｲﾙを複写して追加します。通常、上で必要とされたﾌｧｲﾙが別の使用者供給元によって与えら
れ、使用者側で安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが利用可能でない場合に使われます。

 5. ｲﾝﾎﾟｰﾄを完了するためにﾌｧｲﾙを検索してOKをｸﾘｯｸしてください。
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 6. 解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を右ｸﾘｯｸすることによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Project Properties)へ行ってﾂｰ
ﾁｪｰﾝ(Toolchain)を選んでください。ｺﾝﾊﾟｲﾗ構成設定(ARM/GNU C Compiler)下でﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ設定(Directories)へ行ってｲﾝｸﾙｰﾄﾞ 
ﾊﾟｽが更新されているのを見てください。

 7. ﾘﾝｶ構成設定(ARM/GNU Linker)下でﾗｲﾌﾞﾗﾘ(Libraries)へ行って検索したﾗｲﾌﾞﾗﾘとそれのﾊﾟｽが更新されているのを見てくださ
い。
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 8. その他設定(Miscellaneous)へ行って検索したﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ ﾊﾟｽが更新されているのを見てください。

助言: 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは新しい解決策の作成によってｲﾝﾎﾟｰﾄすることもできます。一旦解決策が作成されると、下で示される
ように、追加(Add)⇒既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Existing Project)を使って安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加することができます。
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5.5. Keil®からのµVision®での安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. 同じ作業空間で安全と非安全の両ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄするには、

- ﾌｫﾙﾀﾞを作成して同じﾌｫﾙﾀﾞに安全と非安全のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを解凍(unzip)してください。

- 混乱を避けるために両ﾌｧｲﾙで*.gpdscﾌｧｲﾙを改名してください(例えば、AtmelStart_S.gpdscとAtmelStart_NS.gpdsc)。

- これらの*.gpdscﾌｧｲﾙを個別に選ぶことによってkeilﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 1.1. ﾌｧｲﾙ(File)⇒開く(Open)⇒安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞ⇒(全ﾌｧｲﾙ形式を表示(Show All File Types)選択後に)AtmelStart_S.gpd 
scを選択で、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存して閉じてください。

 1.2. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して上の手順を繰り返してください。

- Keil MDKで複数ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作業空間を作成して両ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ(安全用と非安全用の.uvprojxﾌｧｲﾙ)を追加してください。

- 下で記述されるように安全なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定してください。

 2. 作業空間でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を右ｸﾘｯｸすることによって任意選択(Options)へ行ってください。目的対象(Target)ﾀﾌﾞ下でｺｰﾄﾞ生成(Cod 
e Generation)部分へ行ってARMｺﾝﾊﾟｲﾗ(ARM Compiler)が”既定ｺﾝﾊﾟｲﾗ6版を使用(Use default compiler version 6)”であるのを
確実にし、ｿﾌﾄｳｪｱ様式(Software Model)を安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用の”安全形態(Secure Mode)”に変更して”MicroLIB使用(Use MicroLI 
B)”ﾁｪｯｸ枠を選んでください。
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 3. C/C++ﾀﾌﾞへ行ってください。言語/ｺｰﾄﾞ生成(Language/Code Generation)部分下でC言語(Language C)を”C99”に変更してくだ
さい。

注: 警告に対する値を“AC-5様の警告(AC-5 like Warnings)”として選ぶのは任意選択です。

 4. ﾘﾝｶ(Linker)ﾀﾌﾞ下で”目的対象ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ﾎﾞｯｸｽからﾒﾓﾘ配置を使用(Use Memory Layout from Target Dialog)”のﾁｪｯｸを外して安
全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから分散ﾌｧｲﾙ(Scatter File)を検索してください。
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 5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾀﾌﾞ下で使用(Use)ﾗｼﾞｵ釦に対してCMSIS-DAP値を選んでください。設定(Settings)をｸﾘｯｸして一括(Pack)ﾀﾌﾞへ
行ってください。Toolchain\Keil\debugConfig\SAMl11.dbgconfで利用可能な新しいUROW設定で既定dbgconfﾌｧｲﾙを変更して
ください。

 6. 加えて、安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する任意選択(Options)でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾀﾌﾞへ行って初期化ﾌｧｲﾙの内容を次のように編集してくださ
い。

- LOAD “Specify the Path of .axf file of non-secure project" incremental
- LOAD “Specify the Path of .axf file of secure project” incremental
- RESET
- g, main

 7. ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ(Utillities)ﾀﾌﾞ下でﾌﾗｯｼｭ構成設定(Configuration Flash)ﾒﾆｭｰへ行って“ﾌﾗｯｼｭ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用使用者目的対象ﾄﾞﾗｲﾊﾞ
(User Target Driver for Flash Proguramming)”下のLoad_ns.iniとしてInitﾌｧｲﾙを検索してください。Initﾌｧｲﾙの内容を次のように
編集してください。

- LOAD “..\\Specify Non-secure project path\\UVBuild\AtmelStart_NS.axf” incremental

 8. 安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙしてください。

 9. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構成設定で記述されるように非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定してください。

5.6. Keil®からのµVision®での非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. 「Keil®からのµVision®での安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ」で記述されるように複数ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作業空間を作成してください。

 2. 作業空間でﾌﾟｼﾞｪｸﾄ名を右ｸﾘｯｸすることによって任意選択(Options)へ行ってください。目的対象(Target)ﾀﾌﾞ下でｺｰﾄﾞ生成(Code 
Generation)部分へ行ってARMｺﾝﾊﾟｲﾗ(ARM Compiler)が”既定ｺﾝﾊﾟｲﾗ6版を使用(Use default compiler version 6)”であるのを確
実にし、ｿﾌﾄｳｪｱ様式(Software Model)を安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用の”非安全形態(Non-Secure Mode)”に変更して”MicroLIB使用(Use Mi 
croLIB)”ﾁｪｯｸ枠を選んでください。



Atmel START

© 2018 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002793B - 39頁

 3. C/C++ﾀﾌﾞへ行ってください。言語/ｺｰﾄﾞ生成(Language/Code Generation)部分下でC言語(Language C)を”C99”に変更してくだ
さい。ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ(Include Paths)でTrustzone_venneer.hﾌｧｲﾙのﾊﾟｽを検索してください。

Trustzone_venneer.hﾌｧｲﾙのｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ

注: 警告に対する値を“AC-5様の警告(AC-5 like Warnings)”として選ぶのは任意選択です。
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 4. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに完全被覆層ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(Workspace \UVBuild\AtmelStar 
t_S_CMSE_Lib.o)ﾌｧｲﾙを追加してください。

 5. ﾘﾝｶ(Linker)ﾀﾌﾞ下で”目的対象ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ﾎﾞｯｸｽからﾒﾓﾘ配置を使用(Use Memory Layout from Target Dialog)”のﾁｪｯｸを外して非
安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから分散ﾌｧｲﾙ(Scatter File)を検索してください。
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 6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾀﾌﾞ下で使用(Use)ﾗｼﾞｵ釦に対してCMSIS-DAPとして値を選んでください。設定(Settings)をｸﾘｯｸして一括(Pack)ﾀ
ﾌﾞへ行ってください。Toolchain\Keil\debugConfig\SAMl11.dbgconfで利用可能な新しいUROW設定で既定dbgconfﾌｧｲﾙを変更
してください。

 7. 構成設定(Configuration)ｳｨｻﾞｰﾄﾞで非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してﾁｯﾌﾟ消去(Chip Erase)値をCE0に変更してください。
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 8. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾀﾌﾞでDebug_ns.iniとして初期化ﾌｧｲﾙを検索して以下の内容を追加することによって編集してください。

- LOAD “Specify the Path of .axf file of non-secure project" incremental
- RESET
- g, main

 9. 非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙしてください。

5.7. IAR Embedded Workbenchでの安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

IAR Embedded Workbench支援はまもなく追加されます。

5.8. IAR Embedded Workbenchでの非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

IAR Embedded Workbench支援はまもなく追加されます。

5.9. Makefileを使う安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

「6.4.2. GNU C Makefileの実行」で記述される手順に従ってMakefileを使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。

5.10. Makefileを使う非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. 「6.4.2. GNU C Makefileの実行」で記述される手順に従うことにより、Makefileを使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。

 2. それは以下の警告ﾒｯｾｰｼﾞを表示します。

2.1. SAM L11非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからの入力ﾌｧｲﾙが必要です。ここは次のとおりの手順例です。

 2.1.1. 安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから’Device_Startup\saml11_nonsecure.ld’、’trustzone\trustzone_veneer.h’、’gcc\libsecure_gateway_ 
veneer.lib’のﾌｧｲﾙを得てください。

 2.1.2. ’saml11_nonsecure.ld’を非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの’gcc\gcc’ﾌｫﾙﾀﾞに複写してください。

 2.1.3. ’trustzone_veneer.h’と’libsecure_gateway_veneer.lib’を非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾙｰﾄ ﾌｫﾙﾀﾞに複写してください。

 2.1.4. 新しいﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄの -T"../gcc/gcc/saml11_nonsecure.ld" を使うようにMakefileを更新してください。

 2.1.5. 安全交換ﾗｲﾌﾞﾗﾘをｲﾝｸﾙｰﾄﾞするよう、-Wl,--start-group -lm -l:libsecure_gateway_veneer.lib -L".. 
/" -Wl,--end-group でmakefileを更新してください。

 3. 警告ﾒｯｾｰｼﾞで記述される手順に従ってください。
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6. 外部ﾂｰﾙでのAtmel START出力の使用
Atmel STARTであたなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが構成設定されると、Cｺﾝﾊﾟｲﾗでそれを使うためにそれをｴｸｽﾎﾟｰﾄしなければなりません。

関連ﾘﾝｸ 2.2. 支援するIDEとｺﾝﾊﾟｲﾗ

6.1. Atmel Studio

以下の段階はAtmel StudioでAtmel STARTからの出力を使う方法を記述します。

6.1.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄで(例または基板の)新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(Export Software Componen 
t)釦をｸﾘｯｸしてください。Atmel StudioとSomonium IDE
用のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄするためにAtmel Studioを選
んでください。

 3. 一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(DOWNLOAD PACK)をｸﾘｯｸしてください。’atmelstart.atzip’一括ﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。

6.1.2. Atmel START出力をAtmel Studioにｲﾝﾎﾟｰﾄする手順

 1. Atmel Studioを開始してください。

 2. ﾌｧｲﾙ(File)⇒ｲﾝﾎﾟｰﾄ(Import)⇒Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Atmel Start Project)を選んでください。
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 3. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした’atmelstart.atzip’ﾌｧｲﾙを検索して選んでください。

 4. “Atmel STARTｲﾝﾎﾟｰﾄ部(Atmel Start Importer)”ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ﾎﾞｯｸｽが開きます。以下のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ詳細、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名(Ｐroject name)、
場所(Location)、解決策名(Solution name)を入力してください。OKをｸﾘｯｸしてください。

新しいAtmel Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成され、ﾌｧｲﾙがｲﾝﾎﾟｰﾄされます。

6.1.3. Doxygen出力生成

いくつかのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはDoxygen用に形式化された文章を含みます。

 1. 注: http://www.doxygen.orgからそれをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてDoxygenがｲﾝｽﾄｰﾙされなければなりません。Doxygen実行可能物を位置
付けるためにAtmel Studioを構成設定するよう尋ねられるでしょう。これは既定で’C:\Program Files\doxygen\bin\doxygen.exe’
です。

資料を生成するにはDoxygen釦をｸﾘｯｸしてください。Doxygenが走行して生成した資料がｳｨﾝﾄﾞｳで開きます。

助言: 生成したﾌｧｲﾙは’doxygen\generator\html’と’doxygen\generator\xml’のﾌｫﾙﾀﾞ下で見つけることができます。これ
らはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加されません。もっと制御が必要とされる場合に使うことができる独立したAtmel Studio用Doxygen
拡張があります。これはhttps://gallery.atmel.comで見つけることができます。

http://www.doxygen.org/
https://gallery.atmel.com/Products/Details/1364d7e6-c702-4719-9f57-7a3d12ebfae4?
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6.1.4. Atmel STARTを使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再構成設定する手順

 1. 再構成設定(Re-Configure)釦をｸﾘｯｸするか、または解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)ｳｨﾝﾄﾞｳでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点を右ｸﾘｯｸしてそ
のﾒﾆｭｰからAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの再構成設定(Re-configure Atmel Start Project)を選んでください。

Doxygen

再構成設定(Re-Configure)

Atmel STARTはAtmel Studio内部のｳｨﾝﾄﾞｳで利用可能になります。

 2. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを変更してください。Atmel STARTｳｨﾝﾄﾞｳの下部でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを生成(GENERATE PROJECT)釦をｸﾘｯｸしてください。

古い構成設定は取り去られて新しい構成設定が適用されます。
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 3. 何れかの変更されたﾌｧｲﾙがある場合に変更されたﾌｧｲﾙの一覧を持つｳｨﾝﾄﾞｳを得ます。どのﾌｧｲﾙが上書きされるべきか選んで
ください。任意選択で、上書きされるﾌｧｲﾙの控え保存(Backup Current Project)を選んでください。

6.1.5. Atmel STARTを使って新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成

Atmel STARTはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを生成する、または例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを読み込みためにAtmel Studio内部ｳｨﾝﾄﾞｳで開くことができます。

 1. ﾌｧｲﾙ(file)⇒新規(New)ﾒﾆｭｰからAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Atmel Start Project)またはAtmel START例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Atmel Start Exam 
ple Project)を選んでください。

新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されます。
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6.1.6. 設定

設定はﾂｰﾙ(Tools)⇒任意選択(Options)⇒Atmel START(Atmel Start)ﾒﾆｭｰからｱｸｾｽされます。

 1. Doxygen実行可能物の位置を設定してください。

 2. ﾌｧｲﾙ比較用ﾂｰﾙを定義してください。

 3. 一般設定。
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6.1.7. 控え保存からﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを復元

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの控え保存はAtmel STARTで再構成設定する時に取られます。控え保存はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞの’.atmel-start-backup’ﾌｫﾙ
ﾀﾞに格納されます。

 1. Atmel STARTｲﾝﾎﾟｰﾄ部(Atmel Start Importer)を使うことによってAtmel Studioで’.atzip’形式の控え保存が開かれます。

注: これらの控え保存はﾊﾞｸﾞを持ちます。使用者が控え保存されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加や改名されたﾌｧｲﾙとﾌｫﾙﾀﾞを持つ場合、Atm 
el STARTで復元された控え保存が再構成設定された場合にそれらが取り去られます。これが起きた場合、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再びｲ
ﾝﾎﾟｰﾄして再構成設定するためにAtmel STARTを使うのを避けてください。

 2. ’.zip’形式の控え保存

 2.1. ﾌｫﾙﾀﾞに解凍(unzip)してください。

 2.2. Atmel Studioでﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)でAtmel Studio解決策(Atmel Studio Solution)⇒空の解決策
(Blank Solution)形式の新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2.3. 右側の解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)で解決策(Solution)を選び、右ｸﾘｯｸして既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを追加(Add Existing 
Project)を選び、解凍されたﾌｫﾙﾀﾞを検索してAtmel Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを選んでください。

6.2. IAR Embedded Workbench®

以下の手順はIAR Embedded WorkbenchでAtmel STARTからの出力を使う方法を記述します。ｲﾝｽﾄｰﾙされた最新更新のIAR Embe 
dded Workbenchを持つことを確実にしてください。

6.2.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄで(例または基板の)新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(Export Software Component)釦をｸﾘｯｸしてください。

 3. “IAR Embedded Workbench”ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされる
ことを確実にしてください。

 4. 一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(DOWNLOAD PACK)をｸﾘｯｸしてください。’atmelstart.atzip’一括ﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。

 5. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙの拡張子を’.zip’に改名(’.atzip’から’.zip’に変更)してください。

 6. 結果の’atmelstart.zip’ﾌｧｲﾙをIARﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成しそうなあなたが選ぶﾌｫﾙﾀﾞに解凍(unzip)してください。
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6.2.2. IAR Embedded Workbench®でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄする前に、IAR Embedded Workbenchでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ接続が許可されていることを確実にしてください。ﾂｰﾙ(Tools)⇒
任意選択(Options)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)へ行き、ここで”ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ接続許可(Enable project connections)”枠をﾁｪｯｸします。

 1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ接続を使って開始するには、空で有り得る開いているﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを持つことが必要です。新しい空のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成する
にはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成...(Create New Project...)⇒空ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Empty Project)へ行ってください。

注: IARﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(.ewpﾌｧｲﾙ)はﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたatmelstart.zipが解凍されたのと同じﾌｫﾙﾀﾞに作成されなければなりません。

 2. 開いているIARﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを持つと、それにAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを繋げることができます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)ﾒﾆｭｰからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
接続追加(Add Project Connection)を選ぶことができます。これは接続を構成設定したい外部ﾂｰﾙを選ぶことができるﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 
ﾎﾞｯｸｽを開きます。IARﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ接続(IAR Project Connection)を選んでOKをｸﾘｯｸしてください。

 3. 検索ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください。「6.2.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ」項でのように作成され、解凍されたﾌｫﾙﾀﾞでiar-pro 
ject-connection.ipcfﾌｧｲﾙを選んでください。.ipcfﾌｧｲﾙのｲﾝﾎﾟｰﾄ後、生成された全てのｺｰﾄﾞがIAR Embedded Workbenchﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄへ自動的に追加されます。
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必要とされるｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ(任意選択(Oprions)⇒C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗ(C/C++ Compiler)⇒前処理部(Preprocessor))もﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに
追加されます。

 4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが8ﾋﾞｯﾄAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを使う場合、Cﾗｲﾌﾞﾗﾘが変更されなければなりません。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒任意選択(Optio 
ns)⇒全般任意選択(General Options)⇒ﾗｲﾌﾞﾗﾘ構成設定(Library Configuration)を選んでください。”ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(Library)”を”標準
DLIB(Normal DLIB)”に変更してください。
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注: AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ接続の追加はIAR IDEがﾘﾝｶのﾏｯﾌﾟとﾛｸﾞのﾌｧｲﾙを許可することができないことに
ついての警告を生成するかもしれません。これらのﾒｯｾｰｼﾞは既定ﾘﾝｶの使用についての通知で安全に無視することができま
す。”再び表示しない(Don’t show again)”ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸすることによってこれらの通知を禁止することが推奨されます。

 5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがQTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘを使う場合、既定によって設定されるﾒﾓﾘが充分ではなく、CSTACKとRSTACKを変更してください。

 6. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒任意選択(Options)⇒ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(Debugger)⇒構成設定(Setup)を選んでください。”ﾄﾞﾗｲﾊﾞ(Driver)”を”CMSIS D 
AP”に変更してください。
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 7. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(Download)ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてください。”ﾌﾗｯｼｭ読み込み部使用(Use flash loader(s))”がﾁｪｯｸされているのを確実にしてく
ださい。

 8. CMSIS DAP区分を選び、JTAG/SWDﾀﾌﾞへ行き、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(Interface)を”SWD”に設定してください。OKをｸﾘｯｸしてください。
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 9. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがQTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘを使う場合、ﾘﾝｶ出力形式がIntel hexに設定されなければなりません。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒任意選択
(Options)⇒ﾘﾝｶ(Linker)⇒出力(Output)に行ってください。”既定無効(Override default)”ﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸして出力ﾌｧｲﾙの拡張子
を’.hex’に変更してください。形式(Format)下でその他(Other)を選んで引き落としﾒﾆｭｰから’拡張Intel(intel-extended)’を選ん
でください。

6.3. Keil® µVision®

以下の段階はKeil µVisionでAtmel STARTからの出力を使う方法を記述します。

6.3.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄで(例または基板の)新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(Export Software Compon 
ent)釦をｸﾘｯｸしてください。”µVision from Keil”ﾁｪｯｸ
枠がﾁｪｯｸされていることを確実にしてください。

 3. 一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(DOWNLOAD PACK)をｸﾘｯｸしてください。’atmelstart.atzip’一括ﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。

 4. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙの拡張子を’.zip’に改名(’.atzip’から’.zip’に変更)してください。

 5. 結果の’atmelstart.zip’ﾌｧｲﾙをﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成しそうなあなたが選ぶﾌｫﾙﾀﾞに解凍(unzip)してください。
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6.3.2. Keil® µVision®でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

 1. Keil µVisionを開始し、ﾌｧｲﾙ(File)⇒開く(Open)を選んでください。生成部一括記述ﾌｧｲﾙ(Generator Pack Description files,(*.gp 
dsc))を示すようにﾌｧｲﾙ形式選別部を変更してください。「6.3.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ」項で記述されるようなﾌｫ
ﾙﾀﾞから’AtmelStart.gpdsc’ﾌｧｲﾙを選んでください。開く(Open)をｸﾘｯｸしてください。

 2. CMSIS⇒CoreとDevice⇒Startupがﾁｪｯｸされているのを確実にしてください。

GPDSCがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定を含まず、生成したｺｰﾄﾞはｺﾝﾊﾟｲﾙするのにKeil C/C++の”C99 Mode”が必要な(ｺｰﾄﾞ書きでCMSIS例外が許
される)ため、KeilでGPDSCを開いた後でこれが許可されるべきです。

 3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒目的対象用任意選択(Options for target...)⇒C/C++(C/C++)を選んでください。

 4. “C99動作(C99 Mode)”ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされているのを確実にしてください。OKをｸﾘｯｸしてください。
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Xplianed基板でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする前に、CMSIS-DAPﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを使うように設定を変更してください。

 5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒目的対象用任意選択(Options for target...)⇒ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)を選んでください。

 6. 使用(Use)一覧からCMSIS-DAPﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(CMSIS-DAP Debugger)を選んでください。OKをｸﾘｯｸしてください。

 7. 任意選択: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが‘”sam.h”ｿｰｽ入力ﾌｧｲﾙを開けません。(cannot open source input file “sam.h”)’の異常と共にｺﾝﾊﾟｲﾙす
る場合、SAM D20ﾃﾞﾊﾞｲｽに対して’.\samd20\include’のようなﾃﾞﾊﾞｲｽ特有ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽをC/C++入力ﾊﾟｽに追加してください。
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6.4. GNU C Makefile

Atmel STARTからの出力はMakefileを使ってGNU Cで使うことができます。

6.4.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄで(例または基板の)新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(Export Software Component)釦をｸﾘｯｸしてください。

 3. “Makefile”ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされているのを確実にして
ください。

 4. 一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(DOWNLOAD PACK)をｸﾘｯｸしてください。’atmelstart.atzip’一括ﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。

 5. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙの拡張子を’.zip’に改名(’.atzip’から’.zip’に変更)してください。

 6. 結果の’atmelstart.zip’ﾌｧｲﾙをGNU Cﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成しそうなあなたが選ぶﾌｫﾙﾀﾞに解凍(unzip)してください。

6.4.2. GNU C Makefileの実行

選んだﾃﾞﾊﾞｲｽを支援するGNU Cｺﾝﾊﾟｲﾗがｲﾝｽﾄｰﾙされているのを確実にしてください。CｺﾝﾊﾟｲﾗはPATHで示されなければなりませ
ん。また、’make’ﾕｰﾃｨﾘﾃｨもｲﾝｽﾄｰﾙされてPATHで示されるべきです。

Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄする時に”Makefileを含む(Include Makefile)”ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸした場合、解凍された’atmelstar 
t.atzip’ﾌｧｲﾙは’gcc’ﾌｫﾙﾀﾞ内側にMakefileを含むべきです。

 1. 解凍した’atmelstart.atzip’ﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞで’gcc’副ﾌｫﾙﾀﾞへ行ってｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄを開いてください。

 2. makeを走らせてください。これがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築します。

6.5. SOMNIUM DRT

以下の段階はSOMNIUM DRTでAtmel STARTからの出力を使う方法を記述します。

6.5.1. Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄで(例または基板の)新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(Export Software Componen 
t)釦をｸﾘｯｸしてください。Atmel StudioとSomonium IDE
用のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄするためにAtmel Studioを選
んでください。

 3. 一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(DOWNLOAD PACK)をｸﾘｯｸしてください。’atmelstart.atzip’一括ﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。
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6.5.2. Atmel START出力をSOMNIUM DRTにｲﾝﾎﾟｰﾄする手順

 1. SOMNIUM DRTを開始してください。

 2. ｲﾝﾎﾟｰﾄ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開くためにﾌｧｲﾙ(File)⇒ｲﾝﾎﾟｰﾄ(Import)を選んでくださ
い。

 3. 全般(Gereral)ﾌｫﾙﾀﾞで既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作業空間へ(Existing Projects into Workspace)を選んで次へ(Next)をｸﾘｯｸしてください。
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 4. 書庫ﾌｧｲﾙ選択(Select Archive File)ﾗｼﾞｵ釦を選んでAtmel STARTからｴｸｽﾎﾟｰﾄした’.atzip’ﾌｧｲﾙを検索してください。
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 5. 次へ(Next)、その後に終了(Finish)をｸﾘｯｸすると、ｲﾝﾎﾟｰﾄされたﾌｧｲﾙと共に新しいDRTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作業区間で作成されます。

6.6. MPLAB™ X IDE

6.6.1. MPLAB™ Xﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄ(http://start.atmel.com/)で(例または基板の)新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

 2. 一旦ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されると、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｴｸｽﾎﾟｰﾄ(EXPORT PROJECT)頁へ行って”MPLAB X IDE”枠をﾁｪｯｸしてください。

http://start.atmel.com/
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6.6.2. MPLAB™ XでAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. 下で示されるようにﾌｧｲﾙ(File)⇒ｲﾝﾎﾟｰﾄ(Import)⇒START MPLABﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(START MPLAB Project)を選んでください。

 2. 下で示されるように’.atzip’ﾌｧｲﾙを検索してください。



Atmel START

© 2018 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002793B - 61頁

 3. ｳｨｻﾞｰﾄﾞで記述される手順に従ってください。

 4. MPLAB Xﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されます。
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7. Atmel STARTでの内容
Atmel STARTはMicrochipのAVRとARMのﾃﾞﾊﾞｲｽ用のﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ、実演応用を意味する内容を構成設定して配給する
ためのｳｪﾌﾞに基づく基盤です。AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用の内容はAVR Codeと呼ばれる枠組みで、ARMﾃﾞﾊﾞｲｽ用の内容はASF4と呼ばれる枠
組みです。

Atmel STARTのｳｪﾌﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは新しい使用者でさえ短い時間でｼｽﾃﾑを構成設定してｼｽﾃﾑを整えて動かすことができるようにﾄﾞ
ﾗｲﾊﾞと応用の構成設定を簡単にします。Atmel STARTでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを生成する初期段階で使用者はﾃﾞﾊﾞｲｽを選びます。Atmel STAR 
Tは選んだﾃﾞﾊﾞｲｽに応じて自動的に適切な枠組みを選びます。

7.1. ARM内容

Atmel STARTでは次のASF4のｿﾌﾄｳｪｱ開発の一部としてARM用のﾄﾞﾗｲﾊﾞとｿﾌﾄｳｪｱ階層が提供されます。この版は旧ASF版の使用
者と投稿者によって報告された問題を解決するためと、Atmel STARTｳｪﾌﾞUIとのより良い統合のために0から構築され、枠組み全体
の完全な再設計と再実装です。経験豊かなASF使用者に対して親近感を保つことが未だ目標ですが、新しい使用者に対する開始
にも未だ容易です。ASF4でのいくつかの変更はこの版に対する必要条件に合うことが必要で、最も重要な変更はASF API手引書で
一覧にされます。

ASF4はAtmel STARTに密接に統合され、これは以前よりもASF4ｺｰﾄﾞを使用者の仕様に対してより一層誂えることができることを意味
します。例えば、ｺｰﾄﾞの塊を許可/禁止するのにC前処理部条件式を使うことに代わると、禁止されたｺｰﾄﾞの塊はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｿｰｽから
完全に取り去られ、より綺麗で容易なｺｰﾄﾞ読みに帰着します。Atmel STARTへの統合はｿﾌﾄｳｪｱ構成設定がより一層使い易い環境
で行われ、ﾃﾞﾊﾞｲｽに積み込まれた構成設定情報が生の周辺機能ﾚｼﾞｽﾀ内容だけであることを意味し、これはﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞをより
一層簡潔にします。

我々が本気で取り掛かった1つの重要な問題はASF4に基づくｺｰﾄﾞのﾒﾓﾘ占有量と性能です。ASFv3に基づくｺｰﾄﾞを走行するための
ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ必要条件は多くの使用者によって高すぎると思われています。これはｺｰﾄﾞ生成を使って周辺機能が初期化される方法を
変更することによって処理されました。報告された性能の問題は代表的に高い割り込み遅延/遅いｺｰﾄﾞ実行で、これは割り込み処理
部をより小さくてより簡単にすることによって解決されました。ASF4とASFv3を比較するいくつかのﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ値はASF4 API参照基準
手引書で見つけることができます。

ASF4の詳細な記述はASF4 API参照基準手引書で見つけることができます。

7.2. AVR®内容

Atmel STARTはAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用のｺｰﾄﾞを生成するのに使うことができます。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用のﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、実演応用がAVR Code枠組みに収集されています。AVR CodeはAtmel START
に密接に統合され、これは使用者の求めにｺｰﾄﾞを誂えることができることを意味します。例えば、ｺｰﾄﾞの塊を許可/禁止するのにC前
処理部条件式を使うことに代わると、禁止されたｺｰﾄﾞの塊はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｿｰｽから完全に取り去られ、より綺麗で容易なｺｰﾄﾞ読みに帰
着します。Atmel STARTへの統合はｿﾌﾄｳｪｱ構成設定がより一層使い易い環境で行われ、生成したｺｰﾄﾞがより密接に生のﾊｰﾄﾞｳｪｱ
に接続されることを意味し、これはﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞをより一層簡潔にします。

AVR CodeはARMﾃﾞﾊﾞｲｽ用のASF4のAVR等価物です。AVRﾃﾞﾊﾞｲｽは一般的にARMﾃﾞﾊﾞｲｽよりももっと制限された資源を持ち、これ
がAVR Codeに反映されます。応用を構成設定してそれを選んだIDEにｴｸｽﾎﾟｰﾄするのにAtmel STARTを使うと、AVRとARMの両ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽに対して同じ方法で動きます。

AVR Code枠組みは以下の優先順によって先導されます。

 1. ｺｰﾄﾞの大きさ
 2. ｺｰﾄﾞ速度
 3. ｺｰﾄﾞの簡潔性
 4. ｺｰﾄﾞの信頼性/理解性

AVR Codeの詳細な記述はAVR Code参照基準手引書で見つけることができます。

http://www.microchip.com/mymicrochip/filehandler.aspx?ddocname=en600266
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8. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ
以下のｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄがAtmel STARTによって支援されます。

・ <A> - ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品追加(Add Software Component)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開く

・ <D> - 主計器盤へ切り替え

・ <P> - PIN/MUX構成設定部へ切り替え

・ <C> - ｸﾛｯｸ構成設定部へ切り替え
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9. Atmel STARTへのﾘﾝｸ
他のｳｪﾌﾞ頁からAtmel START内のﾃﾞﾊﾞｲｽ、基板、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへ直接ﾘﾝｸすることができます。

計器盤(Dashboard)

利用可能なら、ﾌﾞﾗｳｻﾞで最後に使ったﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで計器盤を開きます。

・ ﾘﾝｸ : http://start.atmel.com/#dashboard

指定したﾃﾞﾊﾞｲｽで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

指定したﾃﾞﾊﾞｲｽに設定した検索領域で新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ頁を開きます。ﾃﾞﾊﾞｲｽ識別名やもっと一般的な検索用語を指定することがで
きます。検索結果の一覧は1つ以上の一致するﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。

・ 形式1 : http://start.atmel.com/#device/[ﾃﾞﾊﾞｲｽ識別名]
・ 形式2 : http://start.atmel.com/#device/[ﾃﾞﾊﾞｲｽ検索]

・ 例1 : http://start.atmel.com/#device/ATSAMD21J18A
・ 例2 : http://start.atmel.com/#device/SAMD21

ﾃﾞﾊﾞｲｽ識別名の完全な一覧についてはhttp://start.atmel.com/api/v1/devicesをご覧ください。

指定した基板で新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

指定した基板に設定した検索領域で新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ頁を開きます。ﾃﾞﾊﾞｲｽ用と同じように、多かれ少なかれ正確な検索用語を指定
することができます。

・ 形式 : http://start.atmel.com/#board/[基板識別名]

・ 例 : http://start.atmel.com/#board/SAML21XplainedPro

基板識別名の完全な一覧についてはhttp://start.atmel.com/api/v1/boardsをご覧ください。

特定の例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く

指定した例で計器盤を開きます。

・ 形式 : http://start.atmel.com/#example/[例識別名 (符号化したURL)]

・ 例 : http://start.atmel.com/#example/Atmel%3AApplication%5FExamples%3A0%2E0%2E1%3A%3AApplication%3ALED%5Fswitcher 
%3A

それを開くことによって与えられた例用のﾘﾝｸを得ることができます。その後に例構成設定を開いて(計器盤(DASHBOARD)ﾀﾌﾞでそれ
をｸﾘｯｸ)全般(Gerenal)部分からﾘﾝｸ(Link)を選んでください。

予め定義した検索で例閲覧部を開く

指定した文に設定した検索領域で例閲覧頁を開きます。

・ 形式 : http://start.atmel.com/#examples/[検索文]

・ 例 : http://start.atmel.com/#examples/LED

http://start.atmel.com/#dashboard
http://start.atmel.com/#device/ATSAMD21J18A
http://start.atmel.com/#device/SAMD21
http://start.atmel.com/api/v1/devices
http://start.atmel.com/#board/SAML21XplainedPro
http://start.atmel.com/api/v1/boards
http://start.atmel.com/#example/Atmel%3AApplication%5FExamples%3A0%2E0%2E1%3A%3AApplication%3ALED%5Fswitcher%3A
http://start.atmel.com/#examples/LED
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10. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2018年8月 初版資料公開

B 2018年9月

・ 「Keil®からのµVision®での安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ」を更新。画像を整列

・ 「Keil®からのµVision®での非安全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ」を更新。画像を整列

・ 「MPLAB™ X IDE」を更新。SAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用MPLAB Xﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｴｸｽﾎﾟｰﾄに対して拡張さ
れた支援
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、CryptoMemory、Cr 
yptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouc 
h、MediaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTou 
ch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incor 
poratedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、CodeGuard、CryptoAut 
hentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、ECAN、EtherG 
REEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛｺﾞ、memBrain、
Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、
Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2018年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのAtmel START使用者の手引き(DS50002793B-2018年9月)の翻訳日本語版です。日本語では不自
然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。
必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。



 世界的な販売とサービス

© 2018 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002793B - 68頁

米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
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